
輸出入・港湾諸手続の効率化に関する提言【概要】

港湾の効率化要請

（手続・検査の簡素化）
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わが国の産業競争力確保

港湾の競争力確保

テロの危険性

わが国の安全・安心の確保

９．１１発生９．１１発生 イラク派兵アジア諸国経済の台頭 経済のグローバル化経済のグローバル化

両立するための手段両立するための手段

ｾｷｭﾘﾃｨｰ確保要請

（手続・検査の厳格化）

改正ＳＯＬＡＳ条約

トレーサビリティ－

⇒ICタグ等最先端IT技術
の積極的活用

≪港湾諸手続の効率化と港湾セキュ
リティーを同時に達成する≫

⇒官民の協調により、徹底したBPRを断
行した上で、コンプライアンスに基づいた
諸制度を活用し、情報の共有化を図りな

がら、完全電子化へ移行すること。　
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官 民 協 働 体 制 で 取 り 組 む

わが国港湾の
地位低下

関係各官庁・港湾
管理者の情報共
有化

コンプライアンス
を活用した制度・
運用

国際的な動向
への対応（米国
ＡＣＥ等）

≪意見骨子≫

１．手続の簡素化
　・申請書類・項目の削減・廃止
　・申請書類・項目の共通化・統一化
　・ＦＡＬ条約の早期批准
　・ワンストップサービスの徹底
２．手続の完全電子化
　・電子データ申請の原則化
　・データの標準化
　・電子化促進に向けた環境整備
　・ＩＴの活用
　・官民のネットワークシステム（情報基盤）の構築
３．情報共有化
　・関係各省庁・港湾管理者間での情報共有
　・情報共有化法の検討
４．コンプライアンスの活用
　・コンプライアンスを活用した諸制度の構築・運用
　・物流全体の最適化
５．官民協働体制の確立
　・政治のリーダーシップと官民によるプロジェクトチームの設置
６．国際的な動向への対応
　・国際的な貿易情報の管理手法に関して、その調査・分析・対応の

検討

≪狙い≫

米国等のセキュリティ施策
・２４時間ルール
・C-TPAT
・ＣＳＩ　
・米国ＡＣＥ　など

民⇔官のシーム
レスな手続・情
報の流れを実現
する！
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